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前年度補助事業
の主な実施概要

・新人育成資金（育成指導者支援事業）
・後継者育成事業（博多人形師育成塾）：博多人形師の直接指導により，受講生の感性や能力による人形
作りを体験してもらうことで，将来の博多人形師を育成する（期間：Ｈ24.10月～Ｈ25.3月）。
・後継者育成事業（博多人形師後継者育成研修講座）：博多人形の後継技術者（経験年数15年未満）を対
象に技術・技法・知識等の研修を行い，博多人形師を育成する（Ｈ24.9～10月。全６回）
・新製品開発事業：現代消費者のニーズにマッチした作品を展示する「インテリア博多人形展」開催(H24.8
月)

補助金交付
による効果

　伝統工芸品産業の長期的な需要の低迷，経済基盤の脆弱等から後継者が不足しているため，
後継者育成のための博多人形師育成塾で人材を発掘，生業とする意志のある後継者を育成す
る指導者の支援を行い，若手作家に対する研修を実施することで後継者の育成を図るとともに，
現代消費者のニーズに合った新製品開発事業に対し支援を行うことで，博多人形業界の販路の
拡大及び業界の活性化に寄与しています。

交　付　先 □　団体

（公募の場合）
応募要件

－

博多人形商工業協同組合 区分 その他の補助金

－

       補助金調書

交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

当該年度 前年度 前々年度 前々々年度

担当課
（連絡先）

経済観光文化局産業振興部振興課
（ＴＥＬ７１１－４３５２（内線2544)）

（１）
924

交付先決定方法 □　非公募

2332
1

交付対象経費及び
補助金の算定方法

等
　□　その他

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
・新人育成資金：後継者育成資金（従事期間５年未満で，かつ技術習得後，生業とする意志
のある後継者を育成している組合員への支援（１人当たり月額１２千円で算定した額の合計
額を支給（同一後継者に係る交付期間は，５年以内。）
・後継者育成事業：企画会議費，講師謝礼，通信連絡費，広報費，研修事業開催費
・新製品開発事業：企画会議費，通信連絡費，広報費，展示会開催費

（公募の場合）
公募時期

補助金の目的
及び

補助対象事業

経過年数

　博多人形業界の販路の拡大，後継者の育成，新製品の開発事業を行う博多人形商
工業協同組合に対して支援を行うことにより，福岡市の伝統的工芸品産業である博多
人形の振興と発展に寄与することを目的としています。

補助開始年度

補助金名
伝統産業振興補助金
（博多人形関係）

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではあり
ません。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が
未了のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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